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Rayonの樹指加工法に関する研究(第5報)
Acetateと ViscoseRayonとの Blendの樹脂加工に就いて牢
斉藤橋夫・多賀康兼
On the Treatment of Rayons with Synthetic Resins by an Improved Method. (V) 
Narao SAITO， Yasukane TAGA 
The present paper deals with the resin treatment of a blended fabric with acetate 
and viscose rayon， especially in the light of an improved method of “Pre-hea ting & 
Quenching". 
The authors tried to investigate the mode of distribution of applied resins on the 
component fibers， and to elucidate how it affected on each， contributing to the altimate 
properties of the fabric which was obtained as an algebraic sum of the effects or as a 
creation of a new effect. 
After preliminary establishing a standard process of resin treatment， including 
“Pre-heating & Quenching"， with 50/50 viscose and acetate blend samples were prepared. 
And those items， the crease recovery angle， the strength & elongation， the knot strength 
and elongation， resin contents and their distribution on each component fiber were studied. 
AIthough the present stage is but a preliminary some interesting facts， how the 
resins in each component comtributed to or detracted from crease recovery， have already 
been revealed. 
本報は最近漸〈盛んにならうとしている Rayonと香種繊維との品紡交織もの L樹脂加工に関する手初のも
ので‘あって此種樹脂加工には単一な材料の場合に比し種々複雑な事柄が生ずる害であろうが、之等に関して充分
検討された報告が未だ少いのであり、我々としては従来採用して来た「特畏法」の立場からも比較検討する必要
があったので-着手したものである。
此の報告でYま未だ工業的に充分な結論には到達していないが、聞も或程度大胆に採用した実験方法が理論的
にも重要であり、実際的にも甚だ興味ある示唆的な鮎論に到達する事が出来たので一応五に掲げる事としたe
緒
?
従来混紡とか交織が行われたのは一二D効果を狙ったもむはあるにしても主として経済的根拠
から起っていた様に思われる。即ち絹に人絹を混ぜ，羊毛に綿やレーヨンを，府、に綿やV 【ヨンス
フi，i:，又綿にスフを混ぜる等が即ちそれであった白
処が最近になってとD種D経皆的とは明確に相具した目的。為，即ち主として依って生やる効
果の為に行う Blendが拾頭して来た。とれは周知D如く合成繊維θ異常な発達がもたらした現段
*この報告の一部は日本織椎機械学会主健全国学生卒業論文発表会にて報告した。 く昭和29年3月大阪にて〉
68 福井大学工学部研究報告第 3巻第 2号
階に於ける一つの大きい特徴である。即ち Carothers<D Nylon <D発明に端を発し，それり工業
化D成功によって愈々本格的とたった Al1-over<D man made-fibersは異常危将来性が約束され
て来た。そしてそり後相ついで Terylene， Or lon <D発明となり，更に Dynel，Chemistrand等
が現れて来た白之等合成系繊維は夫々が顕著危機能的特質を有して語り之等の特徴を生かした使途
に対しては，そり効果は実に驚嘆に値するもりであって今日記入類が予想、もしτいなかった様な諸
種。科学的，文化的恩恵をもたらしている。併し乍ら一方是等繊維が発展するにつれ，又繊維科学
の愈々発達するにつれ我々の知見も亦拡大され明確になって来，一つり顕著な特性は又一方では大
きい欠点となり得るとと，従って万能。織維があり得ないととなどが漸〈認識される様になって来
た。
そして之等合成系は，特に此の傾向が著しく一方に於て種々の優点を持っているが，他方に於
ては我々C使用目的に対して明らかに共通の欠点をも有していることが，現実D問題とたつ来たロ
即ち合成系が一般に疎水性であり融点はより低く静電禍があったりする乙とである。之等諸性質も
今後研究を重ねるととによって或程度自由に Control出来る様になるであろうという想像を許し
ても良いDであるが，少く共現段階に於ては之等合成系と相補償的な性質をもっ天然或は人造り親
水性樹:lと混結又は交織することによって合成系の欠点を補うべきであり，或は研究にょっτは更
に一段と新規の性質を創造すべきである乙とが唱え出されて来た。 BlendrD真D意義はとの後者に
たければたらたい口即ち Blendによって或種の性質上白要素が単に代数和的な結果を招く丈では
必宇、しも進歩とはい h得ないであろう。そこで両種紙*'IirD Blendによって新規0性質が創造され
ねばならえEい訳であるが，然らぽ Blendに依って如何なる効果が期待され，又樹脂加工にょっτ
更にそれが如何に影響されるであろうかを予じめ考察して辛子〈必要があるであろうo 今Blendによ
。て性質改善上関係ある諸性質，諸因子を挙げると o
1. 吸湿性 2. 対摩擦，耐車粍性，耐久性 3. 防敏性 4. 熱的諸性質〈対熱性，
対アイロン性，熱伝導性，保温性) 5. 防縮性 6. 感触(嵩，硬軟，其D他) 7. 重
さの調節 8. 染色性相違による効果 9. 静電発生の調節
等であろう。又根市旨加加工は以上の諸種の要素に於て夫々D成分に対して，或は有利に或は不利に
働く。
実際には Blendだけによって新規な価値ある性質が創造せられると云う事は必宇しも常に起
るとは限らないのであって，又仮りにその様な組合せが見ヲかったとしてもそれが加工上。操作又
は使用上白取扱いの点，即ち洗濯，アイロン掛けモθ他D点で甚しい負担になる様では大して実用
的でなくたってしまう。
そ乙で是等 BlendrD効果を助けるため又はより良く完成する為には若し有効に行い得るなら
ば他。補助的な処理も附加的に行われる事は自然で、あるロ
手近な例では Acetateとスフ，及び合成系とスブとの Blendに樹脂加工主行う乙とが現実
に行われている。併しそれ等は今日までの処，如何なる理論的根拠に立って行われ℃いるかは明確
にされていない様である。
そとで我々は是等C樹脂加工についてそれが果して有効適切に行われτいるかどうかに就いて
一応吟味もし更に独自の研究も行ってみたいと考え，且又特に従来著者。一人が発展して来た「特
浸法」との関連に於てそれが Acetateblend rD場合に如何なる影響を及段、すかを検討する事は最
も有意義と恩われたので本研究に着手した次第であるD
実 験
試料，樹脂液の調整，予備加熱及びその後の処理測定等は次に記す通りであるが，本報告の範
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固に於ては試料の最適処理条件を求めるために先宇予備加熱条件， Curing ([)条件， Catalyserの濃
度及び、使用樹脂濃度等を検討し，大体θ見当をつけて最後に 2種D樹脂の異る濃度に於ける加工で
その樹脂固定の様子とそり分布状態，強度，防敏性を調べた。
1. 試料の採取及び湿度調整
試料としては Acetate50 % Viscose 50 %。混紡フランス綾織布(精棟済，昭染工業より
の御厚意によるもの〕を取りとの布の種々の場所から 120mm x 220 mm ([)試料を採取した。
かくして得た試料を予め準備した飽和食塩水([)Dexicator中に48時間保ち試料。処理前白水分を
一定とした。
2. 樹脂;在の調整
使用樹脂液はUrea‘Formaldehydetypeとしては自家製のものを，Melamine-Formaldehyde 
typeとしては日本カーパイド工業株式会社製品=カレジン Sを使用したロ
各々の調整については前者。もDは前報に記した方法によった。後者は甚だ吸湿性の強い結晶
であったDで所要量を迅速に秤量し溶解には特に意を用いた。1!Pち所要蒸溜水を入れた溶器中で，
ミキサーを 10"'130Cで 40Vo1t， 750r. p. mで回転せしめ樹脂を少量づ〉注意深く徐々に添加
し，金量を添加後更に5分間捜枠を続け完全に溶解せしめた後暫時放置し泡沫を少くしてから使用
前に D.A. Pを液量の 0，5%を添加し均一な液として浸漬用に供した。
3. 特殊予備加熱漫漬方法
前報〈福井大学研究報告第E巻第2号 p.97)の方法に準じて行った。即ち島津製均熱乾燥器
中の一定の場所に厚さ約 '10m/mの Fe1tを 2枚重ね，上記の如〈湿度調整を行った試料を挟ん
で1をき，一定時間〈分〉後([)Felt内部θ試料布の温度を Thermocoupleで確認した口乾燥器中
の空気温と Felt内部D温度とは常に多少。差があったので布の温度をもって実験温度とした。本
研究ではとり様にした 1200C及 1300Cに於て夫々1.0，1.5， 2.0分D各時閣の予備的加熱を行
い，夫々の所定時間D了りに時を移さす"，間近に用意した浸漬用樹脂液中に投入した。浸漬は10分
間行い，風乾した口
4. Cure及 Soaping
Cureは予備加熱用乾燥器で行った口 Soapingとしては 500Cの温湯で20分間洗糠したロ
5.諸種の測定
樹脂量，防敏度，単糸及単繊維の強度及結節強力，並びに Viscose及 Acetate成分各々の
Kjeldahl氏法によるN量を測定した。是等は特に記す事はないが最後むものに就いては次の如〈
行った。
6. Kjeldahl氏法による窒素定量
樹脂加工後の試料。各成分上の樹脂量を分訴する一つの方法として採用した。
先守、試料を MitsuiDirect Blue 2 BN 1 % soluで浴比 1:40で染分けて者く。樹脂加工後
の布より糸をはづし，一本づ〉を単繊維にほぐし， Viscose (青色〉と Acetate(白色〉と白スフ
に分けた各々を夫々の試料とした。
結果及び考察
(1) Cure条件の選定
Cureの温度・時間D好適条件をー応推定するため， 1200 及 130白C fD両温度に於いて各々3，
5， 10分間，先行条件を一定にして， Cureを行い比較した。第 1，. 4図は結果を図示したもりで
あるロ認に先行条件としτは樹脂液は尿素ホルマリン 1 2 mol，触媒はD.A.P.0.5%量(液
量の〉を用い室温 180Cで浸漬は普通浸漬で 10分間行い， 2回絞り風乾した。
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図をみると Cure時調。短いものはとの実験条件ではまだ駄目。様である。樹脂量等よ P判断
するとやはり10牙はか〉りそうである口叉単来及単繊維D強力及結節強力に於いて130aCx 10min 
cure (Dもりが 120aC x 10min (Dものよりも高い値を示している(第1-4図及第1表参照)。そ
とで 130aC x 10 minを選五事とした。
第1表単来強伸度及結節強伸度並び
に単蛾維結節伸度
盟説単糸唖明強む{申哲度量及金務結一
V伸〈zz単fタ申のo度se1.語油ト{結@E田申%D節t度〉ut1 e |処 理
未Cu加re工 456 26. 7 377 24.6 19.1 11.2 
120口Cx3分 507 19.4 347 18.7 14.2 10 1.5 
1200Cx 5分 523 19.6 375 19 ・2 13.5 10.8 
1200Cx 10分 482 19.6 344 18.2 13.0 10.0 
1300C x 3分 510 19.0 3560 5 19.4 13.5 8.9 130aC x 5分 493 18.5 18.2 14.2 10 1.1 
130aC x 10分 490119.51 355118.0[ 13.6 10.5 
第 1 図
単結維の結節強力と Cure時間
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第 2 図
撤回復率と Cure時間
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第 3 図
鑑回復率〈緯糸〉と Cure時間
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樹脂量と Cure時間
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(2) 1"特殊予備加熱J(Pre-heat)条件の選定
120aC及 1300 の間温度に於いて夫々1.0， 1. 5，及 2.0分の Pre-heatの後浸漬10分，其他は
実験(1)に準じ同一o樹脂を用い Cureを130aCx 10 minとして得た結果は第2表に示した。
第2表 「特殊予備加熱Jと結果D諸性質
芸叫品|蕗|鍾|事i
撤回復率くが〉 単糸強伸及(組び)幸吉節強伸
i単一問度器(%) 1 500経g1|2kg経J|50緯g1|2kg緯割問君!穣|ぜスλく強gヨ〕ー力叶1|rス(Ja伸出コ度ヲーげ1トをE強gチ〉ーガ1 l
I 63.0 55.5 58.0 50.5!: 440 3.70 18.4 
1. 10: 2.051 3. 151 65. 1 70.0 62.5 67.5 60.01 498 21.0' 310 1 22. 3.22 13.2 2.51 111.5 
1・∞:2.3.6日 70.0 60.0 68.0 62.01 495 20.3! 344 I 21.0 3.28 14.5 2.38 i 10.7 
120 x 1.5分 1.日0:2.20! 3.20: 68.8 67.0 68.5 61. 01 480 18.6， 370 1 20.9 13.39 14.0 2.30 1 10.6 
120x2分1.21 i 1.57i 2.781 56.5 70.5 59.5 62.0 5.01 480 19.71 374 1 18.5 2.96 13.3 
130 x 1分 0.9712.051 3.021 67.9 74.0 67.0 69.0 21. 21 380 1 2. 3 3. 15 13.8 2.33 i 10.8 
70.0 58.5 69.5 65.0!1 508 19.5! 362 1 19.4 3.08 12.4 1.89 1 8.8 
130 x2分 11.0712.0513.12165.769.0 55.0 74.0 叫 450 20.7; 343 1 19.5 3.01 10.0 1.96 I 8.5 
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表に明かな如く Viscose及 Acetate([)単調島椎の結節強力及結節伸度並びに単糸D結節強力伸
度，防敏度葉D他より 1300Cx 1minが適当と考えられる。
(3)摘媒量
触媒量を定めるため前記の尿素ホルマリン樹脂原液に対して 0.1，0.5，及び 0.8%量の D.
A. P.を夫々添加したものを使用し次のー列。条件の処理を経て結果を比較した口 RIJちPre-heat，
1300C x 1 min. Dip，室温 (10-150C)で 10分;風乾後 Cure，1300C x 10 min ; 500C ([) 
温湯で 20分間処理;水洗;風乾;湿度調節;試料.
第3表はその結果である口 0.1%のもDは一般的にみて不足の様である口 0.89活用いたもD
は 0.5% ([)もりに比し， Viscose， Acetate共に，単繊維の結節強伸度はより低<，又 500g荷
重の時の敏は高いが 2kg荷重の時の敏が低いのが特徴。様であるL之は一般的に好しくない傾向
であろう。又単糸としての結節強力も 0.8%の方がより低い。従って之等より 0.5%の方を選五
事とした。
第3表触媒量と諸性質との関係
樹脂量抑i-ω 糸強伸及び結節強伸曜 単繊維結節強仲度〈経〉
触媒量 制草壁l謹!夢∞割当同42k弘間宏|勤務1ご〈λ強gコ〉ー力Iピスくス伸同コ度〉ーIアトくセ強g王子)一力アト(セ伸区デ度〉ー
未1Jnエ布 一t;2|l  -1|l -;3j!i -l1|ω4i m.01 53.6 
451 125.5 328 羽 2.30 10.4 Q.1 % 10.91 1. 0711. 9， 53.81 60.6160  i 6952. 488 I 22.0 374 24. 15.8 2.64 8.9 0.5芦1.5913.3014.89167.51164.3163.2163.854. 462 I 24.6 368+ 20.6 12.1 2.44+ 10.6 0.8ガ1.621 3.701 5.321 69.51 72.21 56.51 68.1 46. 492 I 26.1 360 21. 8.8 -1.77- 6.3-
( 4) ONika Resin"とその濃度による影響
以上C諾実験では尿素ホJレマりン系を用いたので、あるが， Acetateには寧ろメラミン・ホJレマ
りン系の方がよくつくと言われているりで，此種の樹脂とし-c"Nika Resin 5"を用いる事とし先
宇濃度を異にして (5，10， 15 %で〉次の条件で樹脂加主主試みた凸即ち先宇直接染料で染色して
第 5 図
樹脂檎度と単繊維D結勘強力
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樹脂濃度と員長回復率
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Viscose系繊維を染分けた;触媒， D. A. P. 0.5 %量 Pre-
heat， 130口Cx 10 min. 浸潰，室温にて10分間 2回絞り，風
乾 Cure，1300C x 10 min_ ; Soaping， 500C ([)湯で20分間洗
瀧;再び風乾，次に測定のJI債である。
結果は第5...8図に示した。
第 7 図
樹脂濃度と樹脂量
第 8 図
両濃度に於ける予備加熱時間と結節強力
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図より明か主主主日〈此θ樹脂は先D尿素ホルマリン系に上ヒし著しい特徴を示している。企樹脂量
も固定樹脂量も共により多い〈第7図参照) 0 又単繊維C結節強力をみると Viscose繊維白方が
Acetate ([)方よりも却って低い値を示している(第5図参照〉ロとり事は染色白影響も多少はあるか
も知れないが，樹脂自身も幾分溶解不完全であった事にも依るとも考えられるが，後D実験にもと
うした傾向が表れているから，失張りとの樹脂による特徴とみた方が正しいであろう。何故にとり
様になったかは今簡単に結論する事は出来ない口とにかく単糸としても結節強力はより小である口
次に敏回復角白方をみると三つり濃度の内 10%のもりが経緯の平均，一番高い〈第6図参
照)015%濃度のものが敏回復角がより小さい事は炭酸洗礁による脱落樹脂の多い事と単繊維の結
節強力のより小さい事とがよく符合していると考えられる。(第5及7図比較参照)。
(5) '/Nika Resin'lの濃度と Pre-heatの条件
以上，適用樹脂濃度によって結果が相当具る事をみた。そ乙で濃度と Pre-heat条件との関係
を調べるため 10%及 15%の濃度に於て前記θ如き 1200C及 1300Cに於ける 1分及1.5分
D試験を行ったロ
結果は第9...12図の通りである。
第 9 図
同濃度に於ける予備加熱時間と
経方向の雛回復率との関係
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異れる樹脂液濃度に於ける予備加熱時間と樹脂量との関係第 1 1 図
樹脂濃度と鮭緯D撤回復率との関係
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是等からわかる様に樹脂量及敏回復角モθ他D点から見て大体に於て何れD濃度に於いても
Pre -hea t 130白C x 1min.。処に Optimumがある様である。従って，逆に，先D実験 (4)に
於で濃度。影響を Pre-heat1300C x 1 min.の点むものを比較した事も無意味で、はなかった事
がわかる D 即ち Pre-heatの好適条件というりは夫々の試料。繊維や織物。組織によって定まるも
りであって，樹脂D浸透を有利に導〈丈けであろうと考えられるから上の結果も或隈られた程度の
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濃度範囲内では寧ろ当然。事であったと言えよう。
(6) 樹指附着量と成分繊維への分布状態
以上各種。予備実験によって選定した処に基き Pre-heatを1300C x 1 min. とし，又触蝶
量を 0.5%とし， Cureは 1300C x 10 min. として尿素ホルマリン系及びメラミン・ホルマり
ン系θ樹脂を用い，後者C種々の濃度 (5，8， 10. 15 %)に於て，又前者。場合は比較のため Pre-
heat を行わないものをも含めて樹脂加工処理主施したc との様にして得たD 各種の試料について
附着樹脂査とそれの分布状態，及び依って生じた種々の性質を検討した。
結果は次の表及図
に示した通りである。
イ旦し成分織結上り樹脂 7.0 
の分椋は，処理加工後
Blendの糸を分解し桝
て夫々行ったのである，-， 6.0 
が，従来行われている
普通白方法で分訴する脂 5・0
には多量の試料を必要
とするDで Kjeldahl量
氏法による窒素分析で 4.0 
行てコた。又一方未分解ハ
のま〉両法で夫々分析ご
3.0 
し比較した D
結果は第4表及第
13...15図に示した。
第 4表及び図中の
記号は夫々次D通
りである口 Al，. A4は
。NikaResinS'Iで濃度
はAlニ 5，A2= 8， 
As= 10， A4 =15 % 
である。 A5= Water 
Blank(樹脂濃度は0)，
¥ 2.0 
第 1 3 図 Blendの樹指量と成分への分布
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第4表 Viscose-Acetate Blend試料及分解両単繊維θ樹脂量θ重
実
験
a b c d 
B副le閲nd酎的1力m工布の普 1 実測，未分解 Blend
通法による樹脂量 1 布D樹脂量くN法〉
Itこよる脱詔l !望一:!訂U罰叩r計一醍CB. T.R)川!樹脂 D' 1CB. T.N) くB.F.N)ICB.F.R) 1
A6 
A7 
。ための計算値である。 a，. hは第13図に示したD
e f h 
悲に樹脂畳を N%で考察するに当って予め考えて告かねばならない事は此種 Aminoplasts
原液のホルマリンと尿素或はメラミンとD比率の差，或は Cureの際の Condition(pH 等~)に
依って組成が同じで註いという事であるが，主因子は勿論出来るだけ同一条件で得られたものは大
体比較検討し得る程度の一定のN比率のもDとして得られるであろう o そとで我々θ用いた樹脂と
方法とに就いて，との点に関して，先宇、処理後([)Blend 来について吟味してみたロ〈表~ (i)及
び(j )楠参照〉。普通法D測定値を 100とするとメラミン系で、は平均 48.99(全樹脂量でむ比〉
及び 44.89'(固定樹脂量での比〉とたり，尿素系(U : F = 1 : 2 mol， P. V. A. メラミン各
2%を含む〉では平均夫々 42.35及び、 32.73に当っているロ此D値は我々としては現実に得た実
験値で、あって如何たる化学的組成と関係があるかは今後の検討に侯たねばたらたい。併し文献中
Dixon CJ. Chem. Soc.. 13. 238 (1918)J ([)所説から推定すると，酸性触媒で U:F = 1: 2 mol 
cときは C5HION40Sで U:F = 1 : 2.5のときは C5H12N404が生成すると白事である。我々
のは本実験では前者D条件に一致するから，とれからは N4/C5HI0N40Sは30.1%に当る事となる。
尿素系について我々D得た値の内後者の 32.73([)方が国定樹脂同志の比であるから不規則に機誠的
にくヲ〉いたものを除外した値であるからより正確であろうと想像せられる。而もこの値は先の
C5HloN40Sの値から算出されるもDとよく一致している事は甚だ興味がある D 叉メラミン系の方が
との値がより大きい事は当然り事であろう口悲で一寸注意すべき事は此等の比率が或特定のものが
特に大きいりがあるが之は後で検討する事とする口
次に今一つ分析結果から察知出来る事がある。即ち Blendの加工糸を分解して N を測定し
たものと分解しないで測定したもDとについて比較してみる訳である。今成分り繊維の総 N量か
ら Blend糸D総 N 量を逆に算出してみる。之は Blendが 50/50であるから簡単に出来る。表
中~ (k)欄は即ちモれである。この値を未分解で測定した総N量，即ち (c)欄D数字と比較して
みると，との両者に差.:1tのある事がわかる。乙れは (c)・(k)で(1)欄に掲げた。之からみると
Blend布及び糸θ分解操作中に相当機構的に脱落した樹脂θあった事がわかる。次に同様にして
(m)楠に示した様に計算上の総国定樹脂量に相当する N量を算出し，未分解糸でD測定値と比較
すると，と〉にも一定。差..12 がある事がわかるロ只との際のゐは..11に比し小であり，その絶
対量も濃度による差もより少い凸
叉草に重要な事は尿素系の結果をみると..11 も h も共に甚しく小であり二つり試料について
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量法及 KjeldahlN 法による実測値並びに比較検討のための算出値
1 1 k m n 
Blend単燕白金窒
B固樹D1定N1e日E樹と量d脂単と相来固り定比当の 分T計.解算NN後全〉窒白と素よf(AV り
B. T. N と 〈CAV..F.NN〉と B.F.N)と
c. T. N と| F. と (C. F. N) 
棄と全樹脂とり比 の蓋 か計ら算による との差
(BT%TR)x1叩0∞吋0 くC.T. N) ム1 (c. F. N) ム2
(く%〉 X100 (%x刈(判並)( (cγ(k:せ|円単)!(伸一仁田))
48.55 1.75 0.09 1.275 0.075 
47.35 41. 3 2.08 0.17 1.49 0.10 
52.05 2.80 
48.0 43.6 3.16 
43.55 1. 56 om10初 日似
41.15 1.27 0.03 D.59 0.03 
は同じとみてもよいであろうが，之はとの樹脂が "'NikaResin'lに比し分子量も縮合度も共により
小であって，主としてViscose繊維に比較的よく浸透し機械的な上かぶりを伴う事がより小さい為
ではなかろうかと考えられる。
市とD第4表と図からも明かな様に尿素ホルマリン樹脂は Acetateには余り良〈っかたい事
がわかる。而も樹脂D殆どが炭酸可溶性のものである。而も叉Ad(Pre.heat)がA7(No・Pre-heat)
に比して敏回復角。高いのは Vicose成分に於いての有効樹脂量Dより多い事に帰国している事が
わかる。と〉では防敏効果に対して Viscose成分が優勢的に働く。且又尿素系は Acetateに対し
ては余り高濃度では上かぶりもより多くなり，防敏には負D効果を粛す事がわかるから BlendfD 
防敏効果には，両効果。差としての最適なる点を示す適当主主処理濃度がある事が察せられるo担て
以上記して来た事から樹脂が大体どの様に固定しているか Y明かになったのであるが， メラミン系
に就いて今一度述ペると之には10%濃度附近に特散があり，敏回復角のOptimumがとの辺に存在
する事が実測されている事とよく符号する白又15図から他の性質を見るとやはり 10%附近に特徴
がある事がわかる。只尿素系の従来我々。用いた樹脂では159百位までならば，そして Viscose単独
たらぽ濃度の高い程敏回復角が高<，内部樹脂量も高く，結節強力，仲度等も良いのであるが，本
研究に用いたメラミン系白樹脂によると濃度の上昇と共に結節伸度はぐんぐん低下して行く， (第
15図左参照〉との事は 15%では相当多く外部に固着する樹脂がある事が想像され，先の分解操作
中此の濃度D ものが脱落が一番多かった事とよく一致する D 之は先に述べた尿素系むものと良い対
照である。〔尿素系はViscoseに対しては高濃度白方が防敏には効果的である〉次に Acetate成分
へりとの樹脂の分布を見ると10%に於いて固定樹脂量が最も高いロ叉此の固定樹脂量と樹脂濃度と
の関係D傾向がp 敏回復角と樹脂濃度との関係の傾向と金〈対広して居り両者に於て共に10%で最
高を示している事は最も興味がある白 (第13図左の下部と第14図と比較参照〉即ち本研究fDAl ，. 
A4([)場合は防敏に対してはViscoseもAcetateも共に貢献している事がわかる。以上D事はViscose
単独の場合に比し一寸異る点であって敏回復角向上むためには樹脂によって， 濃度に依って， 又
Acetate ([) Blendの比率によってとの最適濃度が夫々多少変更する事も予想せられるFである。
総 括
Blendも白、樹脂加工に於て成分繊維に樹脂が如何に分布し，それ等がその織物の綜合的性質
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に如何に貢献しているかを明かにせんとして本研究を始めた。又従来行って来た「特浸法」とり関
係をも明かにする事を目的とした。始めに予備的に考察し更に予備的に条件を捜定し，尿素ホルマ
pン系とメラミ yホルマリン系とに就いて 50/50Viscose.Acetate Blendに就いて樹脂加工を施
し雛回復角，強力，仲度，結節強力及結節伸度等を測定して考察を進めた。本研究はほんD最初の
ものであるが既に幾多重要た事実を見出した。
1. 一応好適な条件として Preheat，1300C x 1min，触媒量 0.5%，Cure 1300C x 10 min 
を撰定した。
2. 尿素ホJレマりン系は Acetateには固定しない。大部分はそれに乗るだけである。濃度と
共に上付きし敏回復角及結節には負に貢献する。然るに此D際Viscoseには良〈浸透して濃度と共
に敏回復角には正に貢献するo従って両者([)Balanceによって防敏D最高を示す最適濃度が決ま
る。
3. 此の意味に於てはメラミン系は Acetateにも多少正に貢献する。併しメラミンは余り高
濃度では防敏に対して負にたる処がある。従って此θ場合埴当た濃度の所で両者が協力的に働く最
適点がある D
4. 両者。場合 Blend([)比率にょうτ支配されることも場合によって予想される。
